
序

漆
紙
文
書
と
い
う
と
も
っ
と
も
ら
し
い
名
称
だ
が
、
漆
容
器
の
蓋
紙
に
再
利
用
し
た
公
文
書
な
ど
の
反
古
が
、
付
着
し
た
漆
に
よ
り
保
護
さ
れ
て

残
っ
た
も
の
で
、
東
北
地
方
の
城
柵
官
衛
遺
跡
か
ら
の
出
土
例
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
で
最
初
に
漆
紙
文
書
が
発
見
さ
れ
た
の
は

実
は
平
城
京
跡
で
あ
り
、
当
研
究
所
が
継
続
的
に
調
査
を
行
っ
て
い
る
平
城
宮

。
京
跡
か
ら
出
土
し
た
漆
紙
文
書
は
少
な
か
ら
ぬ
量
に
な
っ
て
き
た
。

今
回
、
新
し
い
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、
『平
城
京
漆
紙
文
書
』
の
刊
行
を
企
画
す
る
こ
と
に
し
た
。
都
城
出
土
の
漆
紙
文
書
の
ま
と
ま
っ
た
報
告
書
と

し
て
は
初
め
て
の
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
最
新
の
赤
外
線
撮
影
技
術
を
駆
使
し
た
図
版
に
よ
っ
て
、
漆
紙
文
書
の
榊
髄
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
思
う
。
今
回
の
刊
行
が
契
機
と
な
っ
て
、
漆
紙
文
書
研
究
に
新
し
い
飛
躍
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
に
勝
る
喜
び
は
な
い
。

ま
た
、
今
後
発
見
例
の
増
加
に
よ
っ
て
さ
ら
に
シ
リ
ー
ズ
を
充
実
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
回
の
報
告
書
に
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
が
大
和
郡
山
市
教
育
委
員
会
と
共
同
で
行
っ
た
平
城
京
跡
右
京
人
条

一
坊
十
三

・
十
四
坪
の
調

査
で
出
土
し
た
多
数
の
資
料
を
収
録
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
掲
載
に
つ
い
て
快
諾
を
い
た
だ
い
た
大
和
郡
山
市
教
育
委
員
会
に
射
し
、
深
甚
の
謝
意

を
表
す
る
。
ま
た
、
刊
行
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
文
研
在
職
中
か
ら
平
城
宮

・
京
跡
出
土
漆
紙
文
書
の
調
査

・
研
究
を
推
進
し
て
こ
ら
れ
た
名
古
屋
大

学
の
古
尾
谷
知
浩
助
教
授

（奈
良
文
化
財
研
究
所
調
査
員
）
に
多
大
の
ご
尽
力
を
た
ま
わ
つ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

二
〇
〇
五
年

一
月

独
立
行
政
法
人
文
化
財
研
究
所

奈

良

文

化

財

研

究

所

長

田

垂早

町
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